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日本藻類学会々則

第 1条 本会は日本藻類学会と称する。
第 2条 本会は漢学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡並に親践を図る乙と
を目的とする。
第 3条 本会は前条の目的を遥するために次の事業を行う。
1. 総会の開催 (年1回)
2. 藻類に関する研究会，秘習会，採集会等の開催
3. 定期刊行物の発干Ij
4. その他前条の目的を達するために必要な事業
第 4条 本会の事務所は会長が適当と認める場所におく。
第 5条 本会の事業・年度は4月1日に始まり，翌年3月31日に終る。
第 6条 会員は次の3穐とする。
1 普通会員 (藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人又は団体で，役員
会の承認するもの)。
2. 名誉会員(藻学の発達lこ貢献があり，本会の趣旨に賛同する個人で，役員会
の推薦するもの)。
3. 特別会員(本会の趣旨に賛同し，本会の発展に特に寄与した個人文は団体で，
役員会の批騰するもの)。

第 7条 本会に入会するには，住所，氏名(団体名).職業を記入した入会申込書を
会長に差出すものとする。
第 8条 会員は毎年会費1200円を前納するものとする。但し，名社会員(次条に定
める名誉会長を含む〉及び特別会員は会的を要しない。外国会員の会費は4.5米ドノレ
とする。
第 9条 本会には次の役員を!百く。
会長 1名。 幹事若干名。 評議員若干名。
役員の任期は2ヶ年とし重任するととが出来る。但し，会長と評議員は引続き 3期
選出される乙とは出来ない。
役員選出の規定は別に定める。(付則第1条~第4条)
本会に名誉会長を置く ζとが出来る。
第10条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の意を受けて日常の
会務を行う。
第11条 評議員は評議員会を構成し，会の要務に関し会長の新聞にあずかる。評議
員会は会長が招集し， また文干!?をもって，これに代える乙とが出来る。
第12条 本会は定期刊行物「烈類」を年3回刊行し，会員に無料で頒布する。
(付則)
第 1条 会長は国内在住の全会員の投票により，会員の互選で定める〈その際評議
員会は参考のため若干名の候補者を准H:Jするζとが出来る)。幹事は会長が会員中よ
りこれを指名委嘱する。
第 2条 評議員の選出は次の二方法による。
1. 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区 1名とし，会員数が50
名を越える地区では50名までごとに 1名を加える。
2 総会において会長が会員中より若干名をHE薦する。但し，その数は全評議員
の1/3を越えるととは出来ない。

地区割lは次の7地区とする。
北海道地区。東北地区。関東地区(新潟，長野，山烈を合む)。中部地区(三重を合む)。
近縫地区。中国 ・四園地区。九州地区(it11Kf日を含む)。
第 3条 会長及び幹事は評議員を双任するととは出来ない。
第 4条 会長および地区選出の評議員に欠員を生じた場合は，前任者の残余期間次
点者ーをもって充当する。
第 5条 会員がパックナンパ{を求めるときは各巻1200円，分冊の場合は各号400円
とし，非会員の予約購読料は各号600円とする。
第 6条 本会則は昭和46年4月1円より施行する。



日本藻類学会 昭和47年度 (創立20周年記念)大会についてのお知らせ

日本藻類学会昭和47年度大会は創立20周年を記念して，下記のスケジューノレによって，

記念講演 ・総会 ・恕親会を行ないます。

参加希望者は9月 25日までに 〒514-11 三重県久居市幸町1193 谷口森後

(Tel. 05925-5-2406) まで連絡して下さい。とくに懇親会は会場の都合もありますので

変更なきょう出欠をお知らせ下さい。

1. 期 日ー昭和47年10月11日(水)

2. 場 所 :名古屋市千種区不老町名古屋大学教養部3階植物学会講演会場

3. スケジュール

評議員会

記念講演

10: 00-12 : 00 

13 : 00-16・30

挨拶(日本務類学会20年の歩み) l貨瀬弘幸

中原紘之(京大 ・j昆)褐君事類の培養研究による務頚学への貢献

植田利喜造(東教大 ・理)電子顕微鏡観察による藻類学への貢献

黒木宗尚(北大 ・理〉日本務類学界の進歩と臼米セミナー

香村真徳(琉大 ・文理)疏球列島の海藻について

総会 17: 00-18 : 00 

懇親会(会費 1500円)18: 00-20 : 30 



新訂増補新版発行

藻類学総説
虞;頼弘幸著

菊判・口絵5(カラー1)・本文536頁・文献索引99頁 ￥5300. 

挿入図 229・本文 9ポ検組・極上製・ケース入 送 200.

著者はかねてよ り本山ーの改干j:':;を1[，-望されているが，これがtH
版は時日を要するため，このたびの持j仮においては，者二者の良

心の許す範囲， それでも大幅な新訂改杭が行なわれま した. い
まさら本ゾ干の評価を言々する必要のない名著で，専門家の座右
に， また初歩から''1:びたい }jにと ってi改良の入門咋であ り専門
書である.

坂口進著免疫化学実験法
A5判・口絵カラー2・本文126頁・文献索引15頁 ￥1000. 

送 140.

本書は主と して植物に|品j係の初心研究者，学生を対象に，免
疫化学法をどのようにして植物の現象の解明に用いるかに主眼
をおいて，著者の行社った実験例を一基にその基礎的な万法をで
きるだけ詳細に記述したもので¥修得すべき杭物への手法の手
懸 りは本舎によ リ充分待られる.

岡村金太郎者: 日本海藻誌 棚企画中
B5・728頁

猪野 {女平者: 植物組織学 ￥7800 

A5・338頁
IjJ 山 18著 発芽生理学 ￥1500 

野村 男次1均二
A5・408頁

レダクトンの化学 ￥2500 

Ji十嵐彦仁著 汚水化学総論 詰;::::

図書目録進呈

内田老鶴圃新社
*井.;M下代1:l-11L九段北 1-2-1・郵便番号102
Tel. 点以 (262)2 8 8 9・振符口A*京6371



会員名簿作製についてのお願い

今回あらためて会員名簿を作製することになりました。つきましては，整理上

の正確を期するため以下のことに御協力をおねがいします。

下のカード2枚の*欄に必要事項を御記入の上，当会本部まで折りかえし御返

送下さい。
昭和47年8月25日
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